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平
成
17
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6
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日
か
ら
平
成
18
年
6
月
8
日

調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

　  

防災･危機対策調査特別委員会
　  委員長　伊藤　新治郎　　副委員長　安孫子　雅浩　　

東西線沿線整備調査特別委員会
　　 委員長　柿沼　敏万　　 副委員長　庄司　俊充　　　

子育て健全育成調査特別委員会
　委員長　大槻　正俊　　副委員長　田村　稔　

環境・緑化推進調査特別委員会
    委員長  福島　かずえ  　副委員長　関根　千賀子　　

　

表　
　
　

彰

市
議
会
の
役
割
、
仕
組
、
運
営
、
難
し
い

議
会
用
語
等
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

市
議
会
ガ
イ
ド
Ｑ
＆
Ａ

問

答

　

本
委
員
会
は
、
防
災
・
危
機
対

策
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
宮
城
県
沖
地
震
等
あ
ら
ゆ
る

災
害
・
危
機
か
ら
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
。

　

調
査
テ
ー
マ
を
「
宮
城
県
沖

地
震
に
対
す
る
減
災
対
策
に
つ
い

て
」
と
し
、
四
回
に
わ
た
り
開
催

し
た
委
員
会
で
は
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
震

防
災
対
策
の
専
門
家
か
ら
「
室

内
空
間
に
お
け
る
防
災
対
策
の
重

要
性
」
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
十
月
に
は
京
都
市
の   

 

「
消
防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
」
及

び
神
戸
市
の
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
を
視
察
し
、
大
規
模
災

害
発
生
時
の
災
害
対
応
や
防
災
対

策
の
市
民
へ
の
啓
発
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

 

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕

○
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
に
関
し

　

て
は
、
消
防
局
に
お
い
て
一
人

　

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
に
転
倒

　

防
止
器
具
を
取
り
付
け
る
な
ど

　

の
思
い
切
っ
た
取
り
組
み
が
必

　

要
で
は
な
い
か
。

○
建
物
の
減
災
対
策
に
関
し
て
は
、

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
が
進
む

　

よ
う
に
、
改
修
実
績
に
合
わ
せ

　

て
戸
建
木
造
住
宅
改
修
工
事
助

　

成
事
業
の
助
成
限
度
額
を
引
き

　

上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

　

い
か
。

○
防
災
意
識
の
啓
発
に
関
し
て
は
、

　

前
回
の
宮
城
県
沖
地
震
の
体
験

　

者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

　

地
域
住
民
の
地
震
に
対
す
る
危

　

機
意
識
、
防
災
意
識
を
高
め
、

　

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
に
、

　

体
感
・
学
習
す
る
場
と
し
て
防

　

災
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

○
行
政
の
災
害
対
応
に
関
し
て
は
、

　

本
市
全
体
の
地
層
分
布
状
況
を

　

把
握
し
、
そ
の
地
層
に
よ
る
揺

　

れ
の
違
い
に
対
応
し
た
対
策
を

　

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

　

な
い
か
。

７ 6

　

本
委
員
会
は
、
東
西
線
整
備
及

び
沿
線
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
し
、
こ
れ
に
対
応
し
た
総
合
交

通
体
系
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
。

　

調
査
テ
ー
マ
を
「
住
民
と
と
も

に
進
め
る
東
西
線
沿
線
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
、 

そ
の
中
で
も 

「
住
民

が
取
り
組
む
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
」　
「
住
民
と
と
も
に
取
り
組

む
多
様
な
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
進

め
方
」
に
つ
い
て
、
委
員
相
互
の

意
見
交
換
や
議
論
を
中
心
に
、
五

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
調

査
を
行
っ
た
。

　

八
月
に
は
市
内
で
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る

卸
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

方
々
と
、
十
一
月
に
は
（
仮
称
）

西
公
園
駅
の
周
辺
町
内
会
等
の

　

駅
を
基
点
と
し
て
の
周
辺
地
域

　

の
ま
ち
づ
く
り
と
そ
の
結
節
を

　

沿
線
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
進

　

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
周
辺
の
方
々
と
の
連
携
は
も
と

　

よ
り
、
本
当
に
利
用
さ
れ
や
す

　

い
駅
と
す
る
た
め
に
、
民
間
へ

　

の
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
事
業

　

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

　

あ
る
。

方
々
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
一
月
に
は
タ
ウ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
と
す
る
方
か

ら
の
具
体
的
な
取
り
組
み
等
の
意

見
聴
取
を
行
っ
た
。

　

十
月
に
は
京
都
市
及
び
大
阪
市

を
視
察
し
、
京
都
市
で
は
二
条
駅

周
辺
の
交
通
結
節
施
設
整
備
事
例

等
に
つ
い
て
、
大
阪
市
で
は
中
之

島
新
線
の
沿
線
開
発
事
例
等
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。

 

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕 

○
荒
井
東
土
地
区
画
整
理
事
業
で

　

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
が

　

地
権
者
に
浸
透
し
て
い
な
い
部

　

分
が
あ
る
の
で
、
東
西
線
開
通

　

後
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

　

す
べ
き
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
整
備
等

　

も
今
後
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

　

本
委
員
会
は
安
心
し
て
子
ど
も

を
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
と
支
援

施
策
を
推
進
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

　

調
査
対
象
を
「
青
少
年
の
健
全

育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」 

と

し
、
そ
の
中
で
有
害
図
書
・
画
像

対
策
、
ニ
ー
ト
に
な
ら
な
い
た
め

の
成
長
期
の
教
育
、
地
域
道
徳
力

の
向
上
の
三
つ
を
中
心
と
し
、
六

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
参

考
人
を
招
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
犯
罪
の
現
状
と
対
策
、
有
害
図

書
の
現
状
、
成
長
期
の
教
育
、
そ

し
て
道
徳
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

意
見
聴
取
を
行
っ
た
。

　

十
一
月
に
は
市
内
の
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
や
ガ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
視
察

○
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
を
市  

　

民
に
わ
か
り
や
す
く
、
理
解
し

　

て
も
ら
う
事
業
が
必
要
で
あ
る
。

○
日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

　

て
い
く
こ
と
が
防
犯
、
地
域
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、

　

地
域
力
に
な
る
。
そ
れ
が
徳
に

　

道
つ
な
が
る
の
で
、
学
校
中
で

　

の
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
中
・
高
校
生
の
時
期
は
大
人
と

　

し
て
自
立
し
て
い
く
過
程
に
お

　

い
て
と
て
も
大
切
な
時
期
で
、

　

今
こ
そ
家
庭
、
地
域
、
学
校
な

　

ど
の
総
合
的
な
教
育
力
の
向
上

　

が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

　

の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
各
種
団

　

体
や
行
政
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

役
を
担
い
、
気
づ
い
た
と
こ
ろ

　

か
ら
一
つ
一
つ
課
題
に
取
り
組

　

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
、
一
月
に
は
福
岡
市
、
北
九
州

市
を
訪
問
し
、
福
岡
市
で
は
、
思

い
や
り
の
心
推
進
モ
デ
ル
地
区
事

業
等
に
つ
い
て
、
北
九
州
市
で
は
、

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

 

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕

○
青
少
年
の
本
当
の
居
場
所
は
家

　

庭
で
あ
り
、
も
う
一
度
家
庭
や

　

家
族
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
考

　

え
る
こ
と
が
大
切
。

意
見
書
第
三
号

  

国
勢
調
査
の
見
直
し
を
求
め
る
件 

 

〈
要
旨
〉  

　

五
年
に
一
度
、
行
わ
れ
て
い
る
国
勢

調
査
は
、近
年
、市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
や
防
犯
意
識
の
高
ま
り
等
で
、
調

査
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
、
有
識
者

に
よ
り
、
調
査
方
法
や
調
査
業
務
の
あ

り
方
等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
調
査
の
企
画
段
階
か
ら
地

方
自
治
体
と
協
議
す
る
場
を
設
け
、
国

民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
国

民
の
目
線
に
立
っ
た
見
直
し
を
実
施
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

 

〈
提
出
先
〉 

　

衆
・ 

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣

・
意
見
書
・

議
会
運
営
委
員
会
の

議
会
運
営
委
員
会
の

一
年
を
終
え
て

一
年
を
終
え
て

  

本
委
員
会
は
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
上
で

重
要
な
地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
や

緑
化
施
策
の
推
進
等
を
調
査
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

　

広
範
な
調
査
対
象
の
中
か
ら
、    

 

「
木注７
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
に
調
査
テ

ー
マ
を
絞
り
、
四
回
に
わ
た
り
委

員
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

　

十
一
月
に
は
兵
庫
県
宍し
そ
う
し

粟
市
及

び
大
阪
府
森
林
組
合
（
大
阪
府
高

槻
市
）
を
訪
問
し
、
宍
粟
市
で
は

間
伐
材
の
資
源
化
と
利
活
用
に
つ

い
て
、
大
阪
府
森
林
組
合
で
は
森

林
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
等
に
つ
い
て

視
察
研
究
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
と
一
月
に
は
有
識

者
か
ら
地
球
温
暖
化
や
木
質
バ
イ

　

積
極
的
に
森
林
の
活
用
施
策
を

　

講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

○
電
気
事
業
者
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
利
用
の
目
標
値
に
つ
い
て
、

　

日
本
は
世
界
的
水
準
か
ら
見
て

　

も
低
い
水
準
で
あ
る
。
市
と
し

　

て
も
日
本
の
目
標
値
を
上
げ
て

　

い
く
よ
う
求
め
て
い
か
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
。

　

オ
マ
ス
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
聴
取
し
た
。

 

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕　

○
日
本
全
体
が
北
欧
型
の
よ
う
に

　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

　

い
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
な
か

　

な
か
普
及
で
き
な
い
。

○
国
産
材
と
外
国
材
に
大
き
な
価

　

格
差
が
あ
り
、
林
業
を
生
業
と

　

し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
、
行
政

　

の
資
金
提
供
シ
ス
テ
ム
の
必
要

　

性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
建
築
物
へ
の
国
産
材
使
用
の
場

　

合
の
固
定
資
産
税
減
免
な
ど
の

　

誘
導
策
、
山
間
地
の
学
校
等
建

　

設
時
の
木
材
使
用
な
ど
の
ル
ー

　

ル
が
な
い
と
国
内
の
木
質
バ
イ

　

オ
マ
ス
普
及
は
困
難
で
あ
る
。

○
国
有
林
の
あ
る
東
北
地
方
の
自

　

治
体
が
中
心
と
な
り
、
も
っ
と

　

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
（
五

月
二
十
四
日
開
催
）
に
お
い
て
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
特
別
表
彰

　

ー
議
員
在
職
三
十
五
年
以
上
ー

　
　
　
　
　
　

大　

内　

久　

雄

　

ー
議
員
在
職
二
十
六
年
以
上
ー

　
　
　
　
　
　

加　

藤　

栄　

一

　

ー
議
員
在
職
二
十
年
以
上
ー　

　
　
　
　
　
　

熊　

谷　

善　

夫

　
　
　
　
　
　

庄　

子　
　
　

晋

・
一
般
表
彰　
　
　
　
　
　

     

　

ー
議
員
在
職
十
五
年
以
上
ー　

　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

新
治
郎

　
　
　
　
　
　

柿　

沼　

敏　

万

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

嘉　

郎

　
　
　
　
　
　

柳　

橋　

邦　

彦

　
　
　
　
　
　

八　

島　

幸　

三

　
　
　
　
　
　

辻　
　
　

隆　

一

　
　
　
　
　
　

木　

村　

勝　

好

　
　
　
　
　
　

赤　

間　

次　

彦

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

正　

昭

　
　
　
　
　
　

福　

島　

か
ず
え

頁
）
の
中
で　
　

は
、
質
問
し
た

議
員
が
原
稿
を
作
成
し
、　
　

 

は

事
務
局
が
市
長
や
局
長
の
答
弁
を

録
音
テ
ー
プ
等
を
も
と
に
作
成
し

ま
す
。

　

そ
の
後
、
数
回
の
広
報
委
員
会

に
お
い
て
、
記
事
の
内
容
等
に
つ

い
て
協
議
、
決
定
し
ま
す
。

　

発
行
は
、
議
会
終
了
月
の
翌
々

月
の
一
日
付
け
で
、
市
内
各
世
帯

を
中
心
に
約
四
十
六
万
部
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
及
び
予
算
・
決
算
等
審
査
特
別

委
員
会
の
模
様
を
録
画
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
し
て
い
ま

す
。
各
区
役
所
・
総
合
支
所
等
で

放
映
し
た 

「
議
会
中
継
」
の
映
像

を
も
と
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
に

変
換
し
た
も
の
を
配
信
し
て
お
り
、

概
ね
過
去
二
年
分
の
議
会
中
継
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
録
画
中
継
に
加
え
、
平

成
十
八
年
第
二
回
定
例
会
か
ら
生

中
継
を
試
行
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 (http://w
w
w
.gikai.city.sendai.jp 

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

市
議
会
だ
よ
り
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
？

　
　

市
議
会
だ
よ
り
は
、
八
名
の

議
員
で
構
成
す
る
広
報
委
員
会
が

編
集
を
行
い
ま
す
。
議
会
事
務
局

は
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
案
作
成
等

の
補
佐
を
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

代
表
質
疑
や
一
般
質
問
（
二
〜
四

の
場
合
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

　
　

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
会
議

を
開
い
た
り
、
議
事
を
進
め
る
た

め
に
は
原
則
と
し
て
、
議
員
定
数    

（
仙
台
市
議
会
で
は
六
十
人
）
の

半
数
以
上
の
議
員
が
出
席
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
会
議
の
議

決
は
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
出

席
議
員
の
過
半
数
の
賛
成
が
必
要

で
す
。

　

議
長
は
議
員
と
し
て
議
決
に
加

わ
る
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賛

成
と
反
対
が
同
数
に
な
っ
た
と
き

に
は
議
長
が
決
定
し
ま
す
。
こ
れ

は
委
員
会
で
も
委
員
長
が
議
長
と

同
様
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
　

市
議
会
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

　
　

平
成
十
二
年
九
月
か
ら
本
会

し
」
と
応
え
る
「
簡
易
採
決
」　

、

議
案
に
対
し
て
賛
成
者
が
起
立
す

る
「
起
立
採
決
」 

、
そ
し
て
記
名

ま
た
は
無
記
名
に
よ
る 

「
投
票
」

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
起
立

採
決
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
会
運
営

委
員
会
に
お
い
て
、
議
案
な
ど
に

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
会
派
が

あ
る
と
確
認
さ
れ
た
場
合
な
ど
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
会
派
の
賛
否
の

態
度
が
同
一
の
案
件
は
、
一
括
し

て
採
決
し
て
い
ま
す
。
常
任
委
員

会
な
ど
の
委
員
会
に
付
託
し
た
案

件
の
採
決
は
、
委
員
長
の
審
議
内

容
の
報
告
ど
お
り
に
決
す
る
か
否

か
を
諮は

か

っ
て
い
ま
す
が
、
委
員
長

報
告
が
否
決
の
議
案
は
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
し
ま
す
。

　
　

議
決
に
お
い
て
、
可
否
同
数

席
は
会
派
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

席
順
は
、
原
則
と
し
て
議
長
に

向
か
っ
て
右
側
か
ら
与
党
会
派
の

所
属
議
員
が
多
い
順
に
、
左
側
か

ら
野
党
会
派
の
所
属
議
員
が
多
い

順
に
な
っ
て
お
り
、
同
一
会
派
で

あ
れ
ば
当
選
回
数
が
少
な
い
ほ
ど

前 

（
議
長
に
近
い
）
の
席
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

議
案
の
表
決
（
採
決
）
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　

議
員
が
議
案
な
ど
に
対
し
て

賛
成
・
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
「
表
決
」
と
い
い
、
議
長

が
こ
の
表
決
を
採
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
ま
す
。
採
決
の
方
法

に
は
、
本
市
の
場
合
は
、  

「
ご
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
の
議
長

の
問
い
か
け
に
対
し
、  

「
異
議
な

　
　

本
会
議
場
で
の
議
員
の
席
順

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
？

　
　

本
会
議
場
は
左
の
イ
ラ
ス
ト

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
正
面

中
央
の
①
が
議
長
席
で
、
②
は
議

員
の
席
で
す
。
議
員
が
質
問
や
報

告
を
す
る
時
は
③
に
立
ち
ま
す
。

④
は
市
長
や
局
長
・
区
長
等
の
市

役
所
の
職
員
の
席
で
す
。
議
員
の

  　

委
員
長　

佐
竹　

久
美
子

　
　

副
委
員
長　

安
孫
子　

雅
浩    

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
選
任

さ
れ
た
十
一
名
の
議
員
が
、
本
会

議
の
開
催
ご
と
に
、
会
議
の
日
程

や
議
事
の
進
め
方
を
は
じ
め
、
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
・
条
例

の
議
案
な
ど
様
々
な
事
項
に
つ
い

て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
員
自
ら
が
提
出
す
る
条
例
、

国
等
に
対
す
る
意
見
書
、
決
議
な

ど
の
議
案
は
、
議
会
運
営
委
員
会

で
そ
の
取
扱
い
を
協
議
し
、
決
定

し
た
う
え
で
本
会
議
に
提
出
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
十
八
年
第
一
回
定
例
会
ま

で
の
一
年
間
に
本
会
議
に
提
出
さ

れ
た
議
案
は
、「
仙
台
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
条
例
が
修
正
案
も
含
め

五
件
、「
出
資
法
及
び
貸
金
業
規

正
法
の
改
正
を
求
め
る
件
」
な
ど

意
見
書
が
六
件
、「
宮
城
陸
上
競

技
場
旧
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
問
題
に
関

わ
る
件
」
の
決
議
一
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
運
営
の
活
性
化
・
効
率
化
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
二
月
に
は
、
議
員
提
出
議

案
を
付
託
す
る
常
任
委
員
会
や
予

算
・
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
答
弁
者
の
補
佐
人
と
し

て
議
案
提
出
議
員
の
う
ち
一
名
が

出
席
で
き
る
取
り
扱
い
に
す
る
な

ど
の
新
た
な
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

広報委員会の審議の様子

Ａ

北九州市での視察の様子

二条駅周辺事業の視察の様子

Ａ

地域経済活性化調査特別委員会
　委員長　西澤　啓文　　副委員長　石川　建治　

Ｂブ

ー
ｏ
ｏ 

Ｙヤ

タ

イ

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
（
自
動
車

屋
台
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
仙

台
）」
と
し
て
実
験
的
に
自
動
車

屋
台
村
を
企
画
・
誘
致
し
、
市
民

の
方
々
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
効
果
が
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。　

 

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕 　

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
好
評
で
あ

　

り
、 

や
り
方
、
手
法
等
に
よ
っ

　

て
は
経
済
の
活
性
化
の
一
端
を

　

担
え
る
見
通
し
が
で
き
た
。

○
意
欲
的
な
方
が
や
り
や
す
く
な

　

っ
た
り
、
参
加
者
が
増
え
る
よ

　

う
に
、
行
政
や
議
会
も
取
り
組   

　

む
必
要
が
あ
る
。

○
青
葉
ま
つ
り
、
七
夕
ま
つ
り
な

  

本
委
員
会
は
、
新
た
な
産
業
と

雇
用
の
創
出
、
都
市
の
魅
力
を
高

め
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
た
。 

調
査
テ
ー
マ
を
「
屋
台

村
構
想
を
含
む
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
し
、

委
員
相
互
の
意
見
交
換
や
議
論
を

行
っ
た
。

　

他
都
市
の
事
例
な
ど
を
調
査
す

る
中
で
、
自
動
車
屋
台
村
が
他
都

市
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
、
仙
台
に
お
い
て
も
可

能
性
を
模
索
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
に
は
自

動
車
屋
台
の
数
が
少
な
く
、
十
分

に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
当

委
員
会
と
し
て
平
成
十
八
年
五

月
十
三
・ 

十
四
日
に
「
Ｂブ
ー
ｏ
ｏ

　

ど
の
観
光
資
源
へ
の
参
加
や
プ

　

ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
連
動
さ
せ
る
こ

　

と
も
今
後
の
一
つ
の
方
策
で
あ

　

る
。

○
今
後
継
続
す
る
た
め
に
は
、 

コ

　

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
機
関
等
が

　

必
要
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

○
既
存
の
商
店
街
と
の
共
存
共
栄

　

が
で
き
、
相
乗
効
果
を
発
揮
で

　

き
る
も
の
で
あ
る
べ
き
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京都市消防活動総合センター
における視察の様子

大阪府森林組合の視察の様子


